
■対象学年（目安）：9歳～ ■所要時間（基本）60分×2回 ■推奨プレイ人数：4～5人 ■テーマ：防災

他人事になりがちな災害を「自分ごと」に

災害に見舞われた時や災害の前後に起こりうる事態に、どのようにすべきかを
ゲームを通して主体的に取り組むことで、防災への関心が自然に高まります。ま
た、「どのように行動したら良いか」を自ら考え、仲間と協力し工夫することで、非
認知能力と言われる「思いやり」「協働性」の育成にも繋げることができます。

ゲームを通して非認知能力を高めることが可能

避難訓練など限定的な状況の体験に終始しがちな防災教育。そのため生徒は、
様々な災害に対する知識も「見る」「聞く」といった受動的な姿勢になりがちです。
しかし、ボードゲームを通して自らが防災に取り組むことで、災害時に起こるこ
とや、その前後の事象に対する理解度・解像度を上げる事ができます。

今こそ“体験教育”ボードゲームシリーズ

「見る」「聞く」
だけじゃない
防災教育
始めませんか?
過去の災害についての見聞や、避難訓練を通して得る経験が
中心の防災教育になっていませんか？ボードゲームを通して、
災害の予兆・被災・復興について主体的に学ぶことで、「いま何を
すべきか」自ら考え行動する力を養う防災教育を可能にします。
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災害を単なる事象ではなく、「兆し」「行動」「復興」と、一貫した流れで理解できる授業をゲームで楽しみながら展開できます。

「次はどうなる？」「何をすべき？」
を主体的に考え、取り組めるように促します。

地震大国である上に、異常気象が常態化する今、「避難訓練」等の意義を深める学びの機会が必須となっています。
また総合的な知見や学びが求められる教育現場で活かせる、

様々な学びを得られるプログラムこそが今求められる「防災教育」ではないでしょうか？

安全教育への関心は高まる傾向にあるものの、適切な知識・教材不足。
全国の学校における防災教育の実施状況

授業の流れと学びのポイント

防災を通して育まれる

非認知能力

復興

まとめ

安全教育には、「生活安全」「交通安全」「災害安全」があり、災害安全では「地震」「火災」をテーマにした「避難訓練」のみとなっている状況が長らく続
いています。指導の充実を図るべきとする課題感は各学校にあるものの、時間の確保や指導者の知識不足など、改善に至らない状況にあるようです。

すぐにでも正しい情報がほしい災害時こそ、判断・比較・整理を踏ま
えて、客観的で正確性のある情報を選べる思考力が必要です。

●自然災害にはいくつも種類がある。
●災害によっては、特長的な
「兆し」がある。

●「兆し」から起こりうる「災害」を
考える。
●必要となる「アイテム」を選び
「災害」に備える。

兆し

災害

Point!
学びの

Point!
学びの

Point!
学びの

「災害」からの被害を少なくするための正しい行動を考えます。

学校、家庭、地域社会の安全活動として、実際に自分に何が
できるかを考えます。

●災害情報を手に入れるには？
●周囲の人と協力して被害を
最小限にする。

Point!
学びの

●防災の重要性と地域の災害リスクを知る。
●周囲と協力しながら避難や復興に
向けた主体的な行動を学ぶ。
●居住地以外の災害にも関心を持つ。

災害の状況に応じた「正しい行動」を理解します。

限られた状況で正しい情報を取捨し、

ゲームの中では、被害のなかった人が被害のあった人にアイテムを
渡す「助け合い」の場面が発生します。互いが生き抜くためのより良
い行動とは何かを考えます。

避難経路の確認・共有や災害時の声かけ・安否確認、物資の共有など
地域コミュニティの役割の大きさを理解します。

自助・共助・公助の視点から
社会的コミュニケーションを学ぶ

協働性を育む。
避難・復興のための行動を考えて、

メタ認知を高める。

Problem

即導入できるサポートツール付き!
教材には指導用のスライドとゲームの進行・
ルール説明動画が付いているので、最小限の
授業準備ですぐに指導を始められます。

サンプル動画は
こちらをチェック!
※動画はダイジェスト版です。

「自然災害」と「兆し」をセットで理解できれば、行動準備に
繋げやすくなります。


